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雌の aSSemblingscentに対するカツオプシムシ

の挙動 BehaviouroftheKhapraBeetleTrogo･

deymagranan'um towardstheassemblingscent

releasedbythefemale.H.Z.Levinson,A.R.Bar

ユlan,Expen'entl'a26,846(1970).

虫近 Barllan(1965)は. カツオプシムシの1担

(T.granan'um) の処女雌が,KhapraBeetleの雌

雄いずれも誘引するにおいを発することを発見してい

ち.このにおいは.未交尾雄の万が処女確よりも放く

誘引される幌向を持つが,どちらをも誘引するので.

著者等は assemblingscentとしている. T.grana-

n'um とその近緑の T.inclusm のにおいの組成は一

部報告されているが,ここでは一定温度で雌から発せ

られるにおいの氾皮勾配に対する KhapraBeetleの

挙動を研究している.円形の紙の舞台 (半径3cm)の

中心からにおいが発せられるようにし,その苅脚こ雄を

忙いた.雄は最初勝手な方向に動くが,においを触角

でかぎつけると映源に向かい,近ずくに従いジグザグ

に少き目す.氾皮最高の点で興奮状億となり,雌と接

触すると交尾する.ここで視覚は何ら働いていない.

においに対すろ感受性は誘引物の濃度に比例し,一般

に雄の方が敏感である.雄はにおいが大姉 糾こあれば,

においを抽出したあとの死んだ雌とも交尾行動をとる.

また雄は20回位交尾すると,においに対する感受性が

表える.処女雌はにおいの最高浪皮の所で一時的に静

止し,他の雌と接触したりすると静止時間は長くなる.

交尾後は映矧 ま衰える.この誘引物質は活性炭フィル

ターで吸著され 処女雌のether抽出物は,2.5×10~3

匹虫で雄の60%を誘引する.

T.granan'um の雄は T.incLusumやT.glabuy桝

の雌のにおいにも誘引されるが,同じ科のAnthrcnus

voyax,AttagcnusmcgaLoma,DeymcstesmacuLatus,

の雌には誘引されない.T.grassmani,T.simblex,

T.gtabLum,T.Steynate,T.payabilcの雄は雌の T.

fnctusumに誘引される.この結架から,Tyogodcrma

の誘引作用は,屈特只的であって,班rI.rJの区別は映'itE

以外の方法でおこなわれるようである.

このように,雌の発する assemblingscentは.也

を生狐の場に染め,雄は性刺政を,雌はrL'Jr止作用をう

けることにより,種族保存の役割を果たすとVJ.えられ

る. (巾由捗平)
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